
 

環 12-1-1 

12 文化財 

12-1 関係自治体等へのヒアリング結果 

関係自治体等へのヒアリング結果を表 12-1-1に示す。 

 

表 12-1-1 関係自治体等へのヒアリング結果  

ヒアリング先 ヒアリング日時 ヒアリング内容 ヒアリング結果の反映箇所 

上野原市教育学習課 

都留市学びのまちづくり課 

大月市郷土資料館 

笛吹市文化財課 

甲府市文化振興課 

中央市教育委員会 

昭和町生涯学習課 

南アルプス市教育委員会 

富士川町生涯学習課 

早川町教育課 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 22年 7 月 7日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 6 月 11日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 5 月 27日 

平成 25年 5 月 27日 

・対象事業実施

区域周辺におけ

る指定文化財及

び周知の埋蔵文

化財包蔵地の分

布状況 

評価書-本編-第4章 

指定文化財等（p.4-2-2-108

～120） 

評価書-本編-第8章 

8-3-6 文化財（p.8-3-6-2～

25） 

注 1.各市町とも、方法書作成段階、方法書知事意見の受領後の現地調査開始前、準備書作成段階でヒアリングを

実施しており、表中には最新のヒアリング日時を記載した。大月市については、方法書作成段階でヒアリン

グ実施後、改変の可能性がある範囲が想定されなかったため、方法書知事意見の受領後の現地調査開始前、

準備書作成段階でのヒアリングは実施していない。なお、インターネットの公表データについては、平成 25

年 6月に確認を行ったが、方法書作成段階と情報に差異は確認されなかった。 

 



 

環 12-2-1 

12-2 埋蔵文化財包蔵地の改変の程度 

各埋蔵文化財包蔵地について、土地の改変の可能性がある範囲との重ね合わせを行い、改変

面積及び改変率を算出した。表 12-2-1 及び図 12-2-1 に土地の改変の可能性がある範囲内に

存在する埋蔵文化財包蔵地、表 12-2-2 に埋蔵文化財包蔵地と土地の改変の可能性がある範囲

を重ね合わせた結果を示す（土地の改変の可能性がある範囲の考え方については、「本編 7-2-2 

予測及び評価の前提とする区域」参照）。 

 

表 12-2-1 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地 

地点 

番号 
市町村名 遺跡名称 時代・時期 種類 所在地 

20 

笛吹市 

中丸遺跡 縄文・古墳～平安 散布地 境川町小山 

22 毘沙門遺跡 縄文・平安 集落 境川町石橋 

23 西原遺跡 縄文・弥生・古墳 集落 境川町小山 

38 甲府市 勝山城址 中世 城跡 上曽根 

50 

中央市 

二又第 1 遺跡 平安・中世～近世 散布地 成島 

51 二又第 2 遺跡 平安・中世～近世 散布地 成島 

56 上窪遺跡 平安～近世 散布地 下河東 

57 平田宮第 2 遺跡 平安・中世 集落 下河東 

63 八反田遺跡 近世～近代 堰跡 下河東 

69 小井川遺跡 平安～近世 
集落 
城館跡 

布施 

72 臼井阿原上河原遺跡 古墳～古代 散布地 臼井阿原 

75 

南アルプ

ス市 

釜無川堤防址群 

（若草地区） 
近世 堤防址 鏡中条、藤田 

75-1  （堤防遺跡）注 1 近世 堤防址 鏡中条、藤田 

77 加賀美条里遺構 
古墳中期～古墳後
期 

条里地割 加賀美、寺部、藤田 

81 滝沢川堤防址群 近世 堤防址 戸田 

84 大師東丹保遺跡 
弥生後期・古墳中
期・中世 

散布地 大師 

94 富士川町 最勝寺西の入遺跡 縄文～古墳 散布地 最勝寺 

注 1.釜無川堤防址群（若草地区）のうち、発掘調査実施済みの範囲 

 

 

 



 

 

環
12-2-2 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(1) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（笛吹市） 

 



 

 

環
12-2-3 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(2) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（甲府市） 

 



 

 

環
12-2-4 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(3) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（中央市①） 

 



 

 

環
12-2-5 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(4) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（中央市②） 

 



 

 

環
12-2-6 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(5) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（南アルプス市①） 

 



 

 

環
12-2-7 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(6) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（南アルプス市②） 

 



 

 

環
12-2-8 

 
注 1.図に示す周知の埋蔵文化財包蔵地は、各市町より入手した資料を基に縮尺 1:10,000 で、できる限り忠実に再現したものである。 

図 12-2-1(7) 土地の改変の可能性がある範囲内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布状況（富士川町）



 

環 12-2-9 

表 12-2-2 埋蔵文化財包蔵地の改変面積（想定） 

地点 

番号 
市町村名 遺跡名称 

Ａ．概ねの面

積 

（m2） 

Ｂ．概ねの改

変面積 

（m2） 

改変率 

Ｂ/Ａ 

（%） 

20 

笛吹市 

中丸遺跡 27,600 2,500 9 

22 毘沙門遺跡 107,500 4,800 4 

23 西原遺跡 72,000 1,200 2 

38 甲府市 勝山城址 118,000 7,000 6 

50 

中央市 

二又第 1 遺跡 3,800 3,800 100 

51 二又第 2 遺跡 10,300 2,700 26 

56 上窪遺跡 157,200 7,200 5 

57 平田宮第 2 遺跡 8,800 1,500 17 

63 八反田遺跡 10,300 1,100 11 

69 小井川遺跡 140,900 9,900 7 

72 臼井阿原上河原遺跡 10,900 100 1 

75 

南アルプス市 

釜無川堤防址群 

（若草地区） 
2,709,500 24,900 1 

75-1  （堤防遺跡）注 1 13,268 392 3 

77 加賀美条里遺構 1,377,600 2,400 0 

81 滝沢川堤防址群 349,000 200 0 

84 大師東丹保遺跡 27,900 2,900 10 

94 富士川町 最勝寺西の入遺跡 14,200 800 6 

注 1.釜無川堤防址群（若草地区）のうち、発掘調査実施済みの範囲 

 

 


